
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fusion 360 で指輪を作成しよう 
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本来は板金用データを作成するシートメタル機能ですが、曲面に文字や図形を簡単にいれることができま

す。今回はこの機能を生かして指輪を作成してみましょう。 
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1. シートメタルでリングをつくろう 

① リングを作る（シートメタル＞スケッチ＞） 

XZ 軸平面にスケッチ＞円＞切り込みの入った円を作成します 

 

 

 

② フランジにて押し出す （シートメタル＞フランジ＞） 

シートメタルの作業スペースで、「作成」→「フランジ」を選択し先ほどのスケッチを押し出します。 
フランジの値は指輪の高さになります。 
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③ 面を押し出し、展開に必要な固定エンティティとする （モデル＞修正＞展開） 

円の端面をえらび、作成→押し出しで展開するための基準面を作成します（操作は結合） 

その後「修正」→「展開」にてリングを展開します。 
先ほどの押し出しした部分の面を固定エンティティ(画像中のマウスカーソル部)として選択し、曲げをフラン
ジの曲面として展開します。 
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2. 展開して文字を入れよう 

① 展開した平面に文字を入れる （スケッチ＞テキスト＞押し出し） 

展開したフランジの平面にテキストなどで好きな文字を入力します 
（指輪ということで、外観に「金‐つや出し」を適用しています） 
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3. リング状に戻そう 

① リング状に戻す  （面の再折り曲げ） 

ツールバーの右上「面の再折り曲げ」にてリング状に戻します。 
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② リング状に戻す  （修正＞押し出しカット） 

リングの欠けた部分を繋ぎやすくするために、固定エンティティとした押し出し部分をカットします 

 

③ リング状に戻す  （モデル＞修正＞回転） 

モデル作業スペースにて、リングの欠けた部分の断面と軸を用いて「回転」で欠けた箇所を繋ぎます 

 

最後にフィレットなどをかけて完成です。 
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